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1　 計 画概要

　 人 11か 総加 す る新興住 宅地 に お ける 複 合機能型 交諭セ ン タ ー
の 計

画 　地 咳 の 情 報交換や 文 化
・芸術 を通 し た 父 流 な どの コ ミュニ．テ ィ

の 処，・ト瀦 賄匡、｝o ろい ぼ 高齢者 の 憩 い
・集い

・亨習
へ・1の 1［，土学習 の tsgE、

青 少年 の 遊 ひ ・学習の 機 能 と い っ た異 な る機 能 を集 約 しな が ら復 合

施設 とぐる コ ミュ；テ ィ
・セ ン タ

ーの 胡 直 て あ る、敷 地は 患 1珪．i1黄
金地 区、高齢 者 に比 べ 子 育て 巨代 が 多 く、史鉱 刀 リン パ 遺 跡 を 含 め

劉林地 に 隣按 し ∫こ 搬 町か な 1司辺 環 境 の Ilrで、地 以 の コ ミュニ テ ノを

支 え る拠 点旌設 が 求 め られ た、
2　 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィセ ン タ

ー
の 計画 理念

　現代は 人 と人 との っ なが り が希 ず卑：二な りつ つ あ る、，個の 生活 は 允 天 し

て きて ．・る 半向、孤独感か 拡 が りつ つ あ り、個 と個 の つ な が りは 圭す ま

す ＊め られ ぐい る「従来の コ ミ ュ ニ テ ィセ ン ク
ー

は主に tP・一クル 疝 動等 、
メ ン バ

ー
の 特定で きろ グル

ー
プ活動への 攴援 を 口的 P し C計 画 され て い

た．しか し、そ う した言1画 は幅の 広い 国惴 の 偶 発的
・
衝動的な利 用 を生

まず、午を絣る 毎 に形 骸化 す る こ とが 多い

今後ぱ さらに、地城の 人 々 が 気 軽 に立 ち宥 る、出会い の 偶殕件、世代間

の 父 流 を 促
’t 、

一
ゆ6 い コ ミュニ テ ィt

’
の 形 成 が Z 嬰 C あ る、

　以 トよ り本計画て は 、以 下の 9 点を 左本 方針 と した。
〔D地域 汗 動の 支援　  生涯学習の 攴援　◎青少 年の 健 令な育成の 又 援

◎ i1夭 の 様 々 な 出 会い の 創造 　  地域の 人か い つ て も気軽に 立 ら寄れ る

与巨設 　（¢ 地域 の 人 が
’rD っく り辷くつ ろげる家庭的な施設 　：⊃岡辺 の

1亅t．か
な 自然環 境 との 現 和詫   カ 1丿ン バ 遺跡 の 学習　◎周 1！1環 境 との 調 和 と

木 の ぬ く ｛） りを 1A かす
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　Hokkaido
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3　 必 要 機能 と諸 室 の複 合 利用 の 検 討

　 ［也域特 吽や 住民ア ン ケートの 結果を踏 圭え、協議会にお い
’
〔必要 とな

る施設 機 能 を共 有 した 　領 或 が 9 い に融 合 しあ う空間 構成 を意 図 とした

tu［Ilrlを行 っ 仁 ，
．1　「老 人憩の 冢 1機能 　B 　

−
1瓧童館一「学童 ク ラブ．「∫有

．
C支援」 の 機

行三拡充 　c
’
⊥H，11x 町円 会 館、市 民盾動．の 機能 　D．「図書 」機 能・展 示機 能 ・

カ リン ハ の 盾用　E，休憩 ・喫茶機能　F，イベ ン ト機能 　G 世代 間交 流 ・

多レ的 機 能

施 設に求 め られ る上記の 機能を分類 ・整埋 し、同 iF，の 既存施設の 利用状

況を基 に 、活 動 内容が類 似 す る もの や 利 用 時 間帯 の 工夫 等 で 複 合利 用 可

能 な もの の 共 イ亅1ヒ、！た 従来施設の 機能 ・諸室 の 内、利用 度の 1氏い もの

の 効率化 を検副、さらに
一

機 能
一

諸 寮 を前提 と しな い 柔軟 な利用 で 空 間

の 有効店 用す る こ とを検刮 し た．（図 O
　結果 と して、一定時間 の 限 定利 用や 特定活 動 に よる限定利用 を前提 と

しな い 、柔軟な利 用を 口的 と し た以 下 の 15諸 室の 設管 が合首 され た。
［エ ン トラ ン ス ホ

ー
ル G由宕 ）］［ホ

・一
ル （200   末満）］［プ レイ ス ペ ー

ス 〔IOC）11葺胃婁）］［了供 図書 コ ーナ
・一

（201 租 要）］「大人 図書 コ
ー

ナ
ー

〔50   f？Pt”）
一
「学 童 ク ラブ 室 〔90　rrf程 度〉」L静 か な会議 室 〔⊥0〔mf 程度）］［音

の 1十1る会 議写 〔bO   秤 度 ）］1和室 （2511f程度）］：ml 内会室 （2〔｝1  智 度 ）］［調

理室 〔20   程 度）］［喫茶給湯 コ ー
ナ
ー随 宜）］L事務生

・
機 械 室

・倉庫 〔適

宜 ）：［トイ レ ・授 乳 室 （適 冗 ） ］

kた 、木造建 築物の 防火 区画 を ＊ め られ ない 10C｝1｝ m
’
以 内 を原 則 辷して

諸 至 の 配 茸を検討 した，
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軌

鞣

纛
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図 1
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施 設 機 能 と諸室 の 複合化 の 検討

擁
蠹 孅
1遭 ＿．
、も凵一一一一一一一一一 」聰讐嘘一2幽＿ 〜髦一一　　 　 ’

1i
∫ 臆

蝉
毎 甲

　’
、
∴

　 　 ・，　 　 ミ

灘 闘
葛講 ：八 ，ヅ

・i
　 　

1’昌，　 　
、
　 　 　　 　 ．1

　 　 　 ド’　　ド　　tt　　 ’　　

論

新たな 機能

図 2 　 ゾーニ ン グ 図 3　空間構成
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所 在地 ：北海道恵 庭市黄金 町南 5 丁 目 1 「
− 1 外

用途地域 　第 1種中高層 住 居専 用 地域

主 な用途 　地域 交 流セ ン タ
ー

敷地 面積　1082515  

建築面積 　121536  

述床面積 　106586  

キ
ー

ワード　木造公共建築、コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン ター、
　　　 　　 ゆ るい コ ミュ ニ テ ィ 、住 民WS

4 　 ゾーニ ン グと空間 構成

さ ら に、偶発 的 ・衝動的な 利用 を 促す 為、ゾ
ー

ニ ン グ

に お い て も個別の 領域が互 い に 融合 し あ う空間構成 を

意図 と した 計画 を行 っ た。5 っ の 考え方を下 記 に小 す．
［1 ］ ホ

ー
ル を 中央 に 配 置 し、ホ

ー
ル で の 活動 の 公 開性

確保、移動動線 として の 利用 を想定 した．
方針  よ り同遊 件 の 高 い 動 線 に よ っ て N　lf1」的 な 出 会い

の 偶発 吽 を牛 む こ と を意図 して い る，ま た 方士1  卦 フ

人 きなヴォ リ J・・一一ム 中昊 に 配 置 し 、敷地周辺 に 対 す る

ス ケ
ール への 配慮 を意図 してい る。

［2 ］南 側 に喫 茶 コ
ー

ナ
ー

の 配置 し、移動動 線 と して の

二」 ン トラ ン ス ホ ール に滞留性 を持たせ る．
方鎚 ）    よ り、冬場 の 利 用 や 待 ち時 間 等 の E「1

「
「勺の な

い 利川lrも対応可能 とするこ とを首 図 して い る．
L3 」 喫茶 コ ーナ ー

近 くに図 書 コ ー
ナ
ー

を配 置 し、本 を

読 み なが らお茶 を飲 め るよ うにす る

方針     よ り喫 茶 と同 時 に 入 人 ・r供 か 利用 で さ る読

書 ス ペ ー一
ス を設け る こ とで 世代間の 交流が生 まれ る こ

と を恵 図 してい る。
．4 ：首 の 出る 活動用 の 部犀 と静か な瘧動用の 部屋 を分

離、部斥 の 規摸 に 可 変吐を持 たせ 不1」用 者数変化 に刻 応

す る。
方針（D  i殳備機能 の 1皇い に よ っ て 、多 くの 諸午 を設 え

るの て は な く、音 の 有無 と い う最 低 限 の 分 離 と規 模 の

可変性 に よって 様 々 な 活動 を 許容す る こ と を意図 して

い る。
1：5 ］地域の 人 々 が 気軽に 立 ち寄 る こ とが 川来 る地域 コ

ミュニ テ ィ の 拠点 施設 とす る．
力針    よ り屋外 との 親和件 の 高い ．また 各所室 と 争

関 1
−
1で 繋 が る回 廊 空 間 に よ っ て、選 択 性 の あ る施設へ

の ア クヤ ス と回廊 空 間の 柔軟 な利用 を促寸 こ とを 蒼図

して い る 。
さらに、以一ト4、り導 い た ゾ ーニ ン グ （図 2 ｝をホ

ール

LA」、基 壇 LB−．カセ ッ ト LC］、その 他 ［D ］とい う達

築構成に よって 形態化 した。（図 3 ）

ホ ール を 中心 と し （ エ ン トラ ン ス ホ
ー

ル や プ レ イ ス

ベ ー
ス 曽 が 囲む 回 廊空 間 を丞壇 と し、回廊 と関係 を持

らな が ら犀 外 に刻 して 開 放 肚 の 高 い 諸 室 を カ セ ッ ト、
さ らに主 に カセ ッ 「・間に 出来 る犀 外親和性 ぴ）高い 空間

をそ の fLtと し て 共 有化 し た ヒで 設 計 を 行 て・た 。ま fz、
実施 設 計 に お い て も、カ セ ッ トの 小 IJ面 ・

ホ
ール の 間

仕切 り ・大 井梁 の 意匠
・サ ッ シ ュ の 割 付

’
！亨、建 築 構成

を継承 したデザイ ン をヘース に設 言1を行 っ た。
5　 統 括

　 恵庭 市黄金 地 区 とい う新興 仲宅 地 に お い て は、未 だ

コ ミ ュニ テ ィ 自体が 弱 く、施設が 地 域拠 点 と な る と同

時に、現 代的 な コ ミ．一　＝Z テ ィ の 特質 を支 える事が 必 要

とな っ た、，従 火 の よ うな 既 成 の コ ミ J ニ テ ィ に よ る利

用の みで は な く、未形成の コ ミ ュ ニ テ ィ や
一

個 人の 衡

動的な利 用 な ど 、不 特定の 利用者の 、泣思に 応 え るた め

の il画 ・
設 訓 が求め られ た。

　 当施 設 で は、従来 の コ ミュ；・テ ィ セ ン タ
ー一

とは 異 な る、
時間 ・利用者 を特定化 しない コ ミ コ ニ テ ィ セ ン タ

ー一
の

モ テル と して、住 民 意 思を 発端 とす る条イ
厂1設 定の み で

な い 、現 代 的 た コミ ュニ テ ィ の 理 念か ら条件設 定か ら

設 計が 行われ て い る 　ま た、カセ ッ トが 陥 人 す る 同廊

型 の ゾー一
ニ ン グ と建 築構成 を と り、カ セ ッ トと回 1郎・

回廊 と外 部空 問 と の 問 に 選 択 性 と偶 発性 を 誘 導 す る こ

とで 出来る窒 闘の ア レ キ シ じ リテ ィ に よ っ て 「ゆ るい

コ ミ ュ ニ テ ィ 」 を形成 され る二 とが計山されて い ろ．

　
．
〜

　暑i［隆 ：

」鬣

L｛＝ atson 　11−1，Mlnam1−5t’houmc．Kogとme −d1〔〕u，Eniw’a−〜h1，Hokka］do
U 〜oDlshlcL 　 Regi〔〕n　o 【ll｝

・　fo「the　first　kmd 〔｝fconvex　laンe 【dwe！hng
M とun 　U 〜e ．Regしonal　corllmum しy しenter

S 比cAreu 　1〔｝82515m ≧

BUilding　FloorArじa　t2t536　m2
「
lb凪1日 oo 「Alea ；1〔め586m −

Kcywords　WoDden』bロc　Archltecnifc，　C 〔，r1】mu111電yCen ［er．　Hexibte　Cot” munity ，
　 　 　 　 Re〜ldents

’
WS

図 4　 南側 立面 図
　　　 榊
　ボ

葢
t’1 ，

　蔓
軽 套

　　　コへ乱盛^工屮＿＿t．

ll蕋驢ll簡1SOUT

「亅 bACADL 　EL ［ VATION

杪

’

図 5　 断 面 （A−A
’
）

　　　　　榊
　 　 宮

　 　 i
「

£
’
．．一　 一＿

　 　 ttt1k

一認…♂ 触 つ 償 費 ” ・

一
1

tt　 “
　 譜

Mt。が ．、　 瞭
　　

」

　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　ド　1
｝…L ・・’・

引　　　　　　　　　　　　　　　1

・，．

i蜀．
，．　　　 聾

野

弓’’
’厂「．

「「
尸，

「

　願」圏
．尸冖．1

〃．イ側 ヒ「 尸P肖 ヒ、「τ
L　朋　　」孑呪 　、　、一　　　一　、　ヒ　　　　ヒヒ　．　．認

図 6 　 断面図 （B−B
’
〉

　 　 ．　　　　　 ；　“t＿一　一丁一．．一一T哂一．一一一一艦一一一一一

　　曝　 　
一

IN． 寮

ヘーA ’CROSS 　SECTTON

　 　 τw 叮熔 τ胴甲「
71 照π7−一

」．n ．一一．　r ．一一」ヒ4　tl　 　　 　　 　 f・

瞥1厂rllt

− 「

：1：君
』

拿

蚤

［tt　 ・．．

：、

「“
：｛

6
　♂

　 
し丿　 

こ壷 ．  「抽 ］

r

　 　 　 　 　 　 　 B −B’CROSS 　SECTION

き続 航 冒

図 7　 平 面 図

喝〜

嘱 簡眠
生丁．」一

耐

況一一則
卩F．醒

一一
・
司

苅
由

一
ご漕
一

角ψ
一
　帆

 ．

ト

帆ゴ
“ 1：∴ 譌

　　　。，．1
一y −一一

∠’

町

「
一

ひ

9・1
≦諞
，
・歸
昌 
集

11
韋

blIE

，．。
 
  5

  ・
f

：一

愚＿＿

GROUND 　FLOOR 　P［　，XN

図 8　 模型写真 MODEL 　PHOTOGRAPH

一 5 一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　


